
【参考資料３】

委員名 区の考え方、対応 担当課

実際に災害があったとき、ジュニア災害リーダーはどういった取組をするのかに
ついて、具体的に説明してほしい。
また、災害訓練について、消防や警察等も入って行うことになると思うが、もう
少し具体的に説明してほしい。

玉井委員

防災訓練で初めてジュニア災害リーダーと会ったが、若い人の協力があって嬉
しかった。若い人の力は絶対に必要なので、育成に力を入れていってほしい。
また、防災訓練では、学校の鍵を開けるところから大変だったので、もっと初歩
からの訓練をたくさん行ってほしい。

井筒委員

防災訓練でジャッキの使い方や消火器の使い方を教わった。このとき、消防士
さんが、火災発生時、周りに火災が発生したことを知らせるということ、初期消
火をするということの重要性を話しておられた。
災害時に重要なのがトイレ問題だと思う。備蓄量や質など、まだまだ少ないと
思うので充実したものにしていただだきたい。

薮本委員

ジュニア災害リーダーのより一層の増員をお願いしたい。
また、生野区災害時協力事業所・店舗等の登録団体ということを近隣の方に
知っていただくだめの方法（たとえば看板や表札など）を考えてほしい。

北口（充）委員

通学路

学校再編した生野未来学園の正門前の疎開道路について、車の通行量が多
いので、ポールを建てるといった工事の話が出たが、学校側は通学路ではない
といって、一旦話が消え、結果工事が遅れた。なぜ、疎開道路は通学路ではな
いのか。

加藤委員

疎開道路のところがなぜ通学路ではないのかということでございますが、
歩道ではないというところで、きちんとガードレール等の安全対策が講じ
られるのかという調査をしたところ、水道管や下水管があってガードレー
ルの杭を打ち込めないということが分かりました。そういった状態では歩
道ではないということで、学校、保護者、地域の方も含めて、疎開道路は
通学路として認定はできないということになった次第でございます。

主なご意見等と区の考え方、対応　　（令和6年度　第1回生野区区政会議　全体会）

主なご意見・ご質問等

防災

中学生の災害リーダー（JDL）の件について、ご意見をいただきありがと
うございます。
中学生ということなので、部活動や塾など、なかなか忙しい中で来ていた
だくのも難しいということで、最初のうちは強制しすぎて嫌になってもいけ
ないかなと思い、割と緩めにしているようなところがあります。
一人のお子さんがいろいろな知識を吸収することによって、それを周りの
子にも伝えていただけるという部分もあると思っておりますので、我々とし
ては、その人数も増えていくように、いろいろなことを経験させてあげられ
るように取り組んでまいりたいと思っております。

災害時協力事業所については、現在22の事業者に協力ということでお
話しいただいているところですが、もう１社話をしておりまして、今調整を
進めているところです。
区のホームページでは、どこの事業者さんが協力事業所になっているの
か見ることができるようにはなっていますが、近所の方からも見てわかる
ような形で何かできないのか、少し検討させていただきたいと思います。

地域まちづくり課
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主なご意見等と区の考え方、対応　　（令和6年度　第1回生野区区政会議　全体会）

委員名 区の考え方、対応 担当課

近鉄鶴橋駅の東改札口付近が鉄板で囲まれたままの状態だが、進捗状況を
教えてほしい。

森口委員

近鉄の鶴橋駅東口の高架下のところが、白い塀で囲われて長年活用さ
れていない状況にあります。近鉄さんへの働きかけということで、いろいろ
なルートで探しておりましたところ、東住吉区が、矢田の開発で近鉄さん
と連携協定を結んで、取り組んでおられますので、生野区も同じように連
携協定を結んで、具体的にこの東口の高架下のところの活用を進めるこ
とができないかということで、今アプローチをしようとしているところです。
鶴橋、またその周辺の活性化の基本方針、方向性みたいなものを至急取
りまとめて、近鉄さんと連携協定を結んで、具体的に東口のところの高架
下の開発を進めるべく、全力で取り組んでいきたいと思っております。

区全体に関わるプロポーザル入札案件について、応募者が１社というものが
多くある。入札業者は少ないのは生野区に魅力がないからなのか。
入札の内容の精査や履行のチェックは行われているのか。

森口委員

公募型プロポーザル方式といいますのが、一般論で申し上げますと、高
度で専門的な技術力が求められるような内容ですとか、金額のみによる
入札が適当でないといった場合に最も優れた提案の内容を採用すると、
単純に価格ではなくて、優れた提案内容によって採用するというものに
なっております。
令和５年度で言いますと、生野区で公募型プロポーザル方式による入札
を行ったのが10件ございまして、今年度が11件ございます。あくまでも
随意契約の１つでありますが、公募型プロポーザル方式による入札を
行ったものにつきましては、全て履行確認をした上で最終チェックしてい
るということになります。
先ほど申し上げましたように、専門的な能力が必要であったり、単純な価
格競争が適さないということで、非常にどこでも応札いただけるような内
容ではないというものであったりということで、応札業者が少ないのは生
野区に魅力がないとか、そういったことでは決してございません。そのよう
に理解しております。

その他 企画総務課

主なご意見・ご質問等
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主なご意見等と区の考え方、対応　　（令和6年度　第1回生野区区政会議　全体会）

委員名

学校跡地活用 須郷委員

まちの活性化・
にぎわい創出

田村委員

衣川委員

川中委員

今井委員

福田委員

安委員

子育て支援
安委員
足立委員

学校再編 足立委員

通学路 西村委員

地域と外国人住民とのつながりについて、外国人の方に浴衣の着付けを行い、盆踊りに参加してもらったところ、とても喜んでいた。
敬老の日のイベントでは、インドネシアの人がボランティアで民族舞踊を披露してくれた。
こういったつながりをどんどん進めていけばいいと思う。

アブロードインターナショナルスクール大阪校が林寺小学校跡地に開校して、ちょうど１年になろうとしている。この間いろいろな問題があったが、地域連携アドバイザーとして、地
域とアブロードインターナショナルスクール大阪校と、じっくり真剣に話し合いをしながら事を進めてきて、ここまで順調にきている。この事例が、生野区のほかの地域や他区の役
に立って、それぞれがうまくいっていただければありがたい。

その他のご意見等

万博を盛り上げるとしたら、生野区として、民泊を利用して泊まっていただいた外国人の方に、会場に直接行けるバスが出ているというようなかたちで受け入れることができない
かと思う。

多文化共生

多文化共生センターや多文化共生推進課などを作ったらいいと思う。

学校再編で通学路が変わったがゆえに、交通量が多い大きな道路を低学年の子どもたちが渡ったりして、ヒヤッとすることがある。
通学の際、遠方のところはオンデマンドバスか何か活用できないかなと思う。夏の暑い間や冬の寒い間など、その期間だけでもそういうことができたらと思う。

予算的な問題はあるが、何とか助産師を常置してほしいと思う。

生野未来学園の校舎の増築工事について、事前調査が甘かったのではないかと思う。現実問題として工事は仕方ないにせよ、今後そういうことがないようにすることが必要だ
と思う。

外国人住民の方々や、外国につながる子どもたちや若者について、その一人ひとりの持ち味や力が生かされて活躍する場を整えていく視点がとても大事ではないかと思う。たと
えばEXPOいくのヒートアッププロジェクトなど、市民参加提案型のプロジェクトやキャンペーンを張って、外国ルーツの方に積極的に企画提案を呼びかけていくのもいいではな
いか。

万博と防災と多文化共生は全部つながっていると思う。万博で人がたくさん来られたとき、そのとき災害があったらどうするのか、多文化でしっかり情報が出されているのかな
ど、生野区はすでに多くの外国人の方が住んでおられるので、そういう資源を活用できないかなと思う。

少子高齢化が進む中、労働等いろいろな場面で外国人の方々の手助けが必要になってくる。我々は外国人に対して都合のいいところだけ手助けを求めて、日本で働いている外
国人の方々にお返しできる準備ができていないのではないかと感じる。
外国人にとってやさしいまち、暮らしやすいまちになるように、行政と一緒になって進めていかないといけないなと思う。
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主なご意見等と区の考え方、対応　　（令和6年度　第1回生野区区政会議　全体会）

委員名

中村（一）委員

長谷川委員

中村（寛）委員

北口（英）委員

今里筋や勝山通など、夜は暗いイメージがあるので、各家庭がまちや人のために外灯をつけるという取組ができたらいいなと思う。

若い人に定住してもらうには、家問題がある。長屋は空いているが、そういったところには住まない。マンションなどが建たないと難しいが、新築となると今度は家賃が高いからな
かなか住まない。そういった状況が続いているので、何かいい方法がないかなと思う。

その他

公園のトイレ設置について、検討してほしい。

その他のご意見等

桃谷駅前商店街で、朝ごみ拾いをしている。１年間続けていると、始めた時よりもごみが少なくなっている日や、自分がやる前に誰かがごみ拾いされているというのを気づくこと
があり、「ありがとう」や「助かります」など声をかけあったりするようになった。一人一人がこういう取組をすることが、ごみ問題の解決につながるのではないかと思う。
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